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い た け る
命、大屋津
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- 8 - 
いる。平安時代（ 年）、宇多天皇が出雲国庁造営の際に描かせた壁画がある。巨勢
こせの
金岡
かなおか
による作と
伝えられている。そこには、若くて自信にみちた須佐之男と稲田姫、（姫の父母）足名
あしな
椎
づち
・手名
て な
椎
づち
が描
かれているのだが、さらに加えて、幸せそうな日向族の大日霊女と市寸島姫までもが描かれている。
おそらく、平安時代の当時には一つの絵のなかに描かれるような関係として 古
いにしえ
より伝え聞いていた
のであろう。
須佐之男の後に、その姫君・須勢理姫の婿である大国主（三刀屋出身）が、出雲から九州の広大な
国を引き継いで第２代の国王となった。大国主もまた、九州に大日霊女の娘・多紀理姫を現地妻とし
た。原田常治によれば、大国主は出雲と九州を数年おきに行き来していたが、最期は九州の多紀理姫
のもとで終焉した。彼の後継ぎが、出雲と九州の双方にいたから、世継ぎの争いが起こった。その争
いがいわゆる「国譲り」物語となった、というのが原田常治の謎解きである。もちろん、これはまだ
立証されていない。一つの仮説である。それも 年以上も前のものである。そろそろ決定的な解釈が
出ても良さそうなものだが。
－ －
